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作田 聖司 経歴

昭和35年 株式会社明成工業 創設 代表取締役就任
主要取引先

新明和工業株式会社
株式会社アデランス

昭和63年 株式会社日本メディカルアナライズ株式会社
創設 主要取引先

財団法人日本勤労者健康開発協会

代表取締役就任

平成10年8月 血行増進機能を備えるかつらの特許申請

平成28年3月 一般社団法人日本ハラール認証・管理機構 創設 理事長就任



一般社団法人日本ハラール認証・管理機構
基本データ
日本のハラール認証機関を管理する組織です。ハラールの正しい理解と日本文化との共存を目指しています

所有者情報
通 称 ＪＨＭＯ
名 称 一般社団法人日本ハラール認証・管理機構
英 語 名 Japan Halal Certification Management Organisation
設 立 平成28年3月2日
役 員 代表理事 ムーサ ムハンマド オマル博士

(宗教法人イスラミックセンター・ジャパン(IJC)理事)
理 事 長 作田聖司
理 事 安達郁子
監 事 加藤光一

取 引 銀 行 三井住友銀行 東京中央支店
ゆうちょ銀行

加 盟 団 体 東京商工会議所
所 在 地 〒156-0041

東京都世田谷区大原１－１６－１１
電 話 03-5453-0087

mail info@jibex.org
URL http://www.jibex.org

2015年11月、株式会社ブイアントを運営する作田理事長が、自社商品のＱＢＥＸウォーターにハラール認証を取得した事をきっかけに
宗教法人イスラミックセンタージャパン理事、ムサ・オマール博士の平和思想に感銘を受け、日本とイスラーム諸国との様々な交流を通して相互理解を深めるために設立しました
現在はハラール認証の取次だけではなく、日本におけるムスリムの活動支援やイスラーム諸国からの要人の来日に随伴するなど、積極的な活動を行っています

In November of 2015, Buoyant Company’s QBEX Water has received Halal Certification from the Islamic Center Japan.
Mr. Sakata, owner of Buoyant Company, became acquainted with Dr. Musa Omar, the director of the Islamic Center Japan. 
Mr. Sakata became inspired by Dr. Musa Omar’s views on peace and pacifism that he wish to established a deeper mutual understanding between Japan and Islamic countries.
Currently, we are not just acting upon Halal certification, but also actively supporting Muslim activities and events within Japan and accompanying the arrival of key people from

Islamic countries. 
製品
ムスリム世界連盟の認めた基準による、眞正のハラール認証、ムスリムフレンドリー認証
およびムスリム対応指導、セミナー、研修を行っています

http://www.jibex.org/?fbclid=IwAR00OJ7ThrilvEOXuK41PihTeQs6Fk01RcJmbttmtTuubED7I5HARTsy-Vo
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強電解水生成装置
塩分（塩化ﾅﾄﾘｳﾑ）をほとんど含まないきれいな強電解水生成が出来る。

★３室型強電解水生成装置

水を強電解して強電解酸性酸化水（SO水）と強電解ｱﾙｶﾘ性還元水（SR水）を
生成させて、
これを殺菌や洗浄に利用するという方法は広く知られるようになりました。
電気分解の原理や、殺菌の仕組み、洗浄効果の理由については各種の文献、
論文が発表されていますので、詳しくはそれらをご参照ください。

３室型強電解水生成装置は各種の電解装置の中でも最も新しいｼｽﾃﾑです。
（特許製品）

特　徴

３室型強電解水生成装置の最も大きな特徴は、生成された電解水の中に含ま
れる 塩分などの不純物が極めて少なく、純水に近い性状の電解水が得られる
ことです。
従来の２室型電解槽では原料水に直接食塩を添加して電気分解しているため
生成 した電解水に食塩が混入しています。
また電解用の電極にｶﾙｼｳﾑやﾏｸﾞﾈｼｳﾑ化合物の付着が起こりやすく定期的に逆
通電 洗浄が必要など連続運転に支障がありました。
３室型強電解水生成装置では、このような障害を起こすことが無いような原
理で電解が 連続的に行われます（独自特許製品です）



�
�
強電解酸性酸化水は3室型電解システムによって生成された陽極側(+極側)
の水で、優れた殺菌力と浸透性及び皮膚の再生効果を持っています。また
純度が高いため長寿命が特徴です。かつ、極めて安全です。

�
�
強電解アルカリ性還元水とは3室型電解システムによってつくられた陰極
側(-極側)の水で、優れた浸透性及び洗浄力を持っています。従来の2室型
電解システムでつくられた強アルカリ性水と違い、食塩の含有量が極め
て少ない純度の高い強電解水です。そのため食塩に基づく腐食性が低く、
かつ安全性に優れています。

�
�

食塩(NaCl)などを添加した水を原水として2室型電解システムで電気分解
することにより生成した陽性側の水で、以下の特性を有する水を強酸性
水又は超酸性水などと呼んでいます。
強酸性水には優れた殺菌力があり安全性が高いため、消毒薬の代わりと
して医療の現場や農業などの分野で使われていますが、pHが低く(pHが2.7

以下)食塩濃度が高いため塩素ガスの発生が高く環境に対しても、また錆
などの問題があります。

�
�
3室型電解システムでは2室型電解システムと異なり純水を強電解できる特
徴がある。その結果強電解酸性酸化水及び強電解アルカリ性還元水とも
不純物が殆ど含まれていないため長寿命が特徴である。
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整理番号整理番号整理番号整理番号 改定

製品名製品名製品名製品名 強電解酸性水強電解酸性水強電解酸性水強電解酸性水

物質物質物質物質のののの特定特定特定特定 単一製品・混合物の区別 混合物

化学名 強電解酸性水

成分及び含有量 水９９.９％以上

次亜塩素酸０.００５％
化学式又は構造式 Ｈ₂Ｏ、HCｌO、HCｌ

官報公示整理番号（化審法･安衛法）対象外

危険有害性危険有害性危険有害性危険有害性のののの要約要約要約要約 分類の名称 分類基準に該当しない

危険性 ほとんどない

有害性 ほとんどない

環境影響 濃いものは水生生物に対し有害である

応急処置応急処置応急処置応急処置 目に入った場合 少量なら問題ない　多量の場合は流水で洗眼する　異常を感じる

時は医師の診察を受ける

吸入した場合 問題ない

皮膚に付着した場合 問題ない

飲み込んだ場合 少量なら問題ない

火災時火災時火災時火災時のののの処置処置処置処置 消火方法 非可燃性

漏出時漏出時漏出時漏出時のののの処置処置処置処置 弱いが腐食性があるので 作業の際には注意すること

漏洩した液は多量の水で十分に希釈して洗い流す

取扱取扱取扱取扱いいいい及及及及びびびび保管上保管上保管上保管上
のののの注意注意注意注意

取り扱い アルミ、錫、亜鉛等の金属と反応して水素ガスを発生する

保管 容器は密閉して冷暗所に保管する

アルカリ性物質と一緒に置かない

暴露防止措置暴露防止措置暴露防止措置暴露防止措置 管理濃度 設定されていない

許容濃度  特にない

設備対策 特にない

防護具 特にない

製品安全データシート製品安全データシート製品安全データシート製品安全データシート



物理物理物理物理････化学的性質化学的性質化学的性質化学的性質 外観形状特性 無色の液体

比重 １․０

沸点 約１００℃

溶解度 水に易溶

凝固点 約０℃

爆発性 なし

安定性及安定性及安定性及安定性及びびびび反応性反応性反応性反応性 引火点 なし

可燃性 なし

安定性 準安定

反応性 有機物、特に還元性物質とよく反応する

有害性情報有害性情報有害性情報有害性情報 毒性 マウスに単回経口投与試験の結果 致死量は２０ml/kg以上

刺激性 ウサギにおける眼刺激性試験結果は無刺激物

皮膚腐食性 ウサギにおける皮膚一次刺激性試験結果は無刺激物

復帰突然変異原性 なし

発がん性 なし

環境影響情報環境影響情報環境影響情報環境影響情報 残留性/分解性 データなし

生態蓄積性 データなし

生態毒性 データなし

魚毒性 水生生物に対して有害である

輸送上輸送上輸送上輸送上のののの注意注意注意注意 薄い０．００５％の次亜塩素酸水溶液相当品であり 安全な容器に入れ 

直射日光を避けて輸送する

必要に応じて「腐食性物質」の文字を表示する

破棄上破棄上破棄上破棄上のののの注意注意注意注意 アルカリ（希カセイソーダ等）で中和し処理する

収集、運搬、処分は定められた基準に従って処理すること

適用法規適用法規適用法規適用法規 船舶安全法 危険則第３条危険物告示別表代 腐食性物質

そのそのそのその他他他他 記載内容の問い合わせ先 頭書に同じ

参考文献 安衛法化学物質 化学工業日報社

化学物質安全性データブック オーム社

　　　　　　　　本シートは当社が有する知識と経験を基に作成したものであり、本製品の取扱者は本シートを参考の上

　　　　　　　　適切な処置を講じられることをお願い致します。
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(57)【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

カ ソ ー ド 室 と ア ノ ー ド 室 と の 間 に 間 隔 を 有 し て 隔 膜 を 配 設 し て 中 間 室 を 設 け 、 且 つ 該 カ ソ

ー ド 室 と ア ノ ー ド 室 の 中 に カ ソ ー ド 極 と ア ノ ー ド 極 を 配 設 し て 形 成 さ れ た ３ 室 型 電 解 槽 を

用 い 、 前 記 カ ソ ー ド 室 と ア ノ ー ド 室 に 純 水 を 入 れ る と 共 に 、 中 間 室 に 食 塩 水 を 入 れ て 電 気

分 解 す る こ と に よ り 、 該 ア ノ ー ド 室 内 に お い て 生 成 さ れ た ｐ Ｈ ２ ． ５ ～ ５ で 、 且 つ 酸 化 還

元 電 位 が ＋ １ ０ ０ ０ ｍ Ｖ ～ １ １ ０ ０ ｍ Ｖ （ ｖ ｓ . Ａ ｇ ／ Ａ ｇ Ｃ ｌ ） の 強 電 解 酸 性 水 に 、 保

湿 剤 と し て グ リ セ リ ン を ３ ～ １ ５ 重 量 ％ 、 お よ び コ ー テ ィ ン グ 剤 と し て ヒ ド ロ キ シ プ ロ ピ

ル セ ル ロ ー ス を ０ ． ３ ～ １ ． ５ 重 量 ％ 添 加 混 入 し た こ と を 特 徴 と す る 殺 菌 ・ 消 毒 性 お よ び

保 湿 性 を 有 す る 美 肌 水 の 製 造 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

本 発 明 は 、 顔 面 、 頭 、 頚 部 お よ び 手 指 の 肌 に 塗 布 す る こ と に よ り 、 保 湿 性 を 持 た せ 、 乾 燥

肌 や 雑 菌 に 基 因 す る か さ つ き 等 の 肌 の ト ラ ブ ル や 、 に き び 、 吹 き 出 物 等 の 皮 膚 疾 患 、 そ の

他 特 に ア ト ピ ー 性 皮 膚 炎 の 発 生 の 予 防 、 お よ び 回 復 ・ 治 癒 を 図 る こ と が で き る 殺 菌 ・ 消 毒

性 お よ び 保 湿 性 を 有 す る 美 肌 水 の 製 造 方 法 に 関 す る も の で あ る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

皮 膚 の 最 表 層 に 位 置 し て い る 角 層 は 、 下 は 水 分 で 充 た さ れ た 表 皮 細 胞 に 接 し 、 上 は 乾 燥 し

10
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た 外 界 に 接 し て い る た め 、 角 層 に 含 ま れ る 水 分 は 下 層 で は 多 く 、 上 層 で は 少 な い 。 乾 燥 し

た 皮 膚 は 触 れ る と か さ か さ し て 潤 い 感 が な く 、 ま た 亀 裂 が 発 す る 場 合 が あ る 。 こ れ ら の 皮

膚 症 状 は 、 皮 膚 表 面 の 角 層 に 含 ま れ る 水 分 量 の 減 少 に 起 因 し て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

そ し て 、 前 記 皮 膚 表 面 の 角 層 に 含 ま れ る 水 分 量 が 減 少 す る と 、 か さ つ き 等 の 肌 の ト ラ ブ ル

を 生 じ 、 ま た 、 雑 菌 に よ り に き び 、 吹 き 出 物 等 の 皮 膚 疾 患 に か か り 易 く な る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

従 来 、 前 記 の よ う な 肌 の ト ラ ブ ル や 皮 膚 疾 患 を 防 止 し た り 、 ま た 回 復 ・ 治 癒 を 図 る た め 、

種 々 の 化 粧 品 や 薬 剤 が 使 用 さ れ て い る が 、 本 発 明 者 の 発 明 に 係 る 下 記 特 許 文 献 １ に 開 示 さ

れ た 「 還 元 水 を 用 い た 化 粧 水 ま た は 化 粧 品 」 も 、 そ の 中 の １ つ で あ る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ ４ ８ ２ ０ ８ 号 公 報

【 ０ ０ ０ ６ 】

前 記 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た 化 粧 水 ま た は 化 粧 品 の 原 料 と な る 還 元 水 は 、 ｐ Ｈ が 強 ア ル カ

リ 性 で あ る 。 こ の 強 ア ル カ リ 性 の 還 元 水 は 、 優 れ た 柔 軟 性 や 還 元 性 を 持 っ て い る が 、 ア ト

ピ ー 性 皮 膚 炎 、 に き び 、 吹 き 出 物 等 の 皮 膚 疾 患 に は 、 ア ル カ リ 性 の 化 粧 水 、 ま た は 化 粧 品

は 合 わ な い の で 、 配 合 す る 製 品 に 制 約 が あ る と い う 課 題 が あ っ た 。

【 発 明 の 開 示 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

本 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 は 、 強 電 解 酸 性 水 に 、 グ リ セ リ ン お よ び ヒ ド ロ キ シ プ ロ ピ

ル セ ル ロ ー ス を 添 加 混 入 し て 、 美 肌 水 と し て 皮 膚 に 塗 布 す る と 、 強 電 解 酸 性 水 が 保 有 す る

殺 菌 ・ 消 毒 性 お よ び 浸 透 性 に よ り 、 皮 膚 に 深 く 強 電 解 酸 性 水 を 浸 透 さ せ て 雑 菌 を 殺 菌 ・ 消

毒 す る と 共 に 、 グ リ セ リ ン が 保 有 す る 保 湿 性 に よ り 、 皮 膚 に 保 湿 効 果 を 与 え 、 更 に 、 ヒ ド

ロ キ シ プ ロ ピ ル セ ル ロ ー ス が 保 有 す る コ ー テ ィ ン グ 機 能 に よ り 、 皮 膚 に 塗 布 さ れ た 前 記 強

電 解 酸 性 水 お よ び グ リ セ リ ン の 蒸 散 を 防 止 し て 、 前 記 殺 菌 ・ 消 毒 機 能 お よ び 保 湿 機 能 の 長

時 間 維 持 を 図 り 、 か さ つ き 等 の 肌 の ト ラ ブ ル や 、 に き び 、 吹 き 出 物 等 の 皮 膚 疾 患 、 そ の 他

特 に ア ト ピ ー 性 皮 膚 炎 の 発 生 を 防 止 す る と 共 に 、 そ の 回 復 ・ 治 癒 を 図 る こ と が で き る 殺 菌

・ 消 毒 性 お よ び 保 湿 性 を 有 す る 美 肌 水 の 製 造 方 法 を 提 供 し よ う と す る も の で あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

本 発 明 は 、 カ ソ ー ド 室 と ア ノ ー ド 室 と の 間 に 間 隔 を 有 し て 隔 膜 を 配 設 し て 中 間 室 を 設 け 、

且 つ 該 カ ソ ー ド 室 と ア ノ ー ド 室 の 中 に カ ソ ー ド 極 と ア ノ ー ド 極 を 配 設 し て 形 成 さ れ た ３ 室

型 電 解 槽 を 用 い 、 前 記 カ ソ ー ド 室 と ア ノ ー ド 室 に 純 水 を 入 れ る と 共 に 、 中 間 室 に 食 塩 水 を

入 れ て 電 気 分 解 す る こ と に よ り 、 該 ア ノ ー ド 室 内 に お い て 生 成 さ れ た ｐ Ｈ ２ ． ５ ～ ５ で 、

且 つ 酸 化 還 元 電 位 が ＋ １ ０ ０ ０ ｍ Ｖ ～ １ １ ０ ０ ｍ Ｖ （ ｖ ｓ .Ａ ｇ ／ Ａ ｇ Ｃ ｌ ） の 強 電 解 酸

性 水 に 、 保 湿 剤 と し て グ リ セ リ ン を ３ ～ １ ５ 重 量 ％ 、 お よ び コ ー テ ィ ン グ 剤 と し て ヒ ド ロ

キ シ プ ロ ピ ル セ ル ロ ー ス を ０ ． ３ ～ １ ． ５ 重 量 ％ 添 加 混 入 す る と い う 製 造 方 法 を 採 用 す る

こ と に よ り 、 上 記 課 題 を 解 決 し た 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

カ ソ ー ド 室 と ア ノ ー ド 室 と の 間 に 間 隔 を 有 し て 隔 膜 を 配 設 し て 中 間 室 を 設 け 、 且 つ 該 カ ソ

ー ド 室 と ア ノ ー ド 室 の 中 に カ ソ ー ド 極 と ア ノ ー ド 極 を 配 設 し て 形 成 さ れ た ３ 室 型 電 解 槽 を

用 い 、 前 記 カ ソ ー ド 室 と ア ノ ー ド 室 に 純 水 を 入 れ る と 共 に 、 中 間 室 に 食 塩 水 を 入 れ て 電 気

分 解 す る こ と に よ り 、 該 ア ノ ー ド 室 内 に お い て 生 成 さ れ た ｐ Ｈ ２ ． ５ ～ ５ で 、 且 つ 酸 化 還

元 電 位 が ＋ １ ０ ０ ０ ｍ Ｖ ～ １ １ ０ ０ ｍ Ｖ （ ｖ ｓ .Ａ ｇ ／ Ａ ｇ Ｃ ｌ ） の 強 電 解 酸 性 水 に 、 保

湿 剤 と し て グ リ セ リ ン を ３ ～ １ ５ 重 量 ％ 、 お よ び コ ー テ ィ ン グ 剤 と し て ヒ ド ロ キ シ プ ロ ピ

ル セ ル ロ ー ス を ０ ． ３ ～ １ ． ５ 重 量 ％ 添 加 混 入 し て 製 造 さ れ た 美 肌 水 を 、 顔 面 、 頭 、 頚 部

お よ び 手 指 等 の 皮 膚 に 塗 布 す る と 、 強 電 解 酸 性 水 が 保 有 す る 殺 菌 ・ 消 毒 性 お よ び 浸 透 性 に

よ り 、 前 記 強 電 解 酸 性 水 が 皮 膚 に 深 く 浸 透 し て 雑 菌 を 殺 菌 ・ 消 毒 す る と 共 に 、 グ リ セ リ ン
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が 保 有 す る 保 湿 性 に よ り 、 皮 膚 に 保 湿 効 果 を 与 え 、 更 に 、 ヒ ド ロ キ シ プ ロ ピ ル セ ル ロ ー ス

が 保 有 す る コ ー テ ィ ン グ 機 能 に よ り 、 皮 膚 に 塗 布 さ れ た 前 記 強 電 解 酸 性 水 お よ び グ リ セ リ

ン の 蒸 散 を 防 止 し て 、 前 記 殺 菌 ・ 消 毒 機 能 お よ び 保 湿 機 能 の 長 時 間 維 持 を 図 り 、 乾 燥 肌 に

起 因 す る か さ つ き 等 の 肌 の ト ラ ブ ル や 、 雑 菌 に 起 因 す る に き び 、 吹 き 出 物 等 の 皮 膚 疾 患 、

そ の 他 特 に ア ト ピ ー 性 皮 膚 炎 の 発 生 を 防 止 す る と 共 に 、 そ の 回 復 ・ 治 癒 を 図 る こ と が で き

る 。

【 実 施 例 １ 】

【 ０ ０ １ ０ 】

本 発 明 の 実 施 例 １ を 図 面 に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 本 発 明 に 使 用 す る ｐ Ｈ ２ ． ５ ～ ５ 程

度 の 強 電 解 酸 性 水 は 、 純 水 を 電 気 分 解 し て 生 成 さ れ た 電 解 水 を 使 用 す る 。 従 来 、 汎 用 さ れ

て い る ２ 室 型 電 解 槽 で は 、 水 道 水 レ ベ ル の 水 で も 電 気 分 解 が 起 き に く い た め 、 原 水 中 に 食

塩 を 入 れ て 電 気 を 通 り や す く し て 電 気 分 解 し て い る 。 し か し な が ら 、 前 記 ２ 室 型 電 解 槽 で

得 ら れ た 電 解 水 中 に は 、 そ の ま ま 食 塩 が 残 留 し て し ま う の で 、 本 発 明 で は 採 用 す る こ と が

で き な い 。

【 ０ ０ １ １ 】

本 発 明 に 使 用 す る 強 電 解 酸 性 水 は 、 図 １ に 示 す ３ 室 型 電 解 槽 Ａ を 用 い て 生 成 さ れ た 強 電 解

酸 性 水 を 使 用 す る 。 す な わ ち 、 図 １ に 示 す 電 解 槽 は 、 カ ソ ー ド 室 １ と ア ノ ー ド 室 ２ と の 間

に 、 間 隔 を 有 し て 隔 膜 ３ ・ ４ を 配 設 し て 中 間 室 ５ を 設 け 、 且 つ 前 記 カ ソ ー ド 室 １ と ア ノ ー

ド 室 ２ の 中 に 、 そ れ ぞ れ カ ソ ー ド 極 ６ と ア ノ ー ド 極 ７ を 配 設 し て 形 成 さ れ て い る 。 そ し て

、 カ ソ ー ド 室 １ と ア ノ ー ド 室 ２ に 純 水 を 入 れ る と 共 に 、 中 間 室 ５ に 食 塩 水 を 入 れ て 電 気 分

解 す る と 、 カ ソ ー ド 室 １ 内 に お い て は 酸 化 還 元 電 位 （ Ｏ Ｒ Ｐ ） が 低 い ア ル カ リ 性 の 還 元 水

が 生 成 さ れ 、 一 方 ア ノ ー ド 室 ２ 内 に お い て は Ｏ Ｒ Ｐ が 高 い 酸 性 の 酸 化 水 が 生 成 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

そ し て 、 前 記 ３ 室 型 電 解 槽 Ａ に お い て は 、 中 間 室 ５ に 食 塩 水 を 充 填 し 電 気 分 解 す る と 、 流

れ た 電 気 量 に 相 当 す る ナ ト リ ウ ム イ オ ン が カ ソ ー ド 室 １ へ 、 塩 素 イ オ ン が ア ノ ー ド 室 ２ へ

隔 膜 ３ ・ ４ を 通 し て そ れ ぞ れ 移 行 し 、 カ ソ ー ド 室 １ お よ び ア ノ ー ド 室 ２ に は 、 通 常 原 水 と

し て 純 水 だ け を 通 す た め 、 純 水 に 流 出 し た イ オ ン と 、 電 解 で 生 成 し た 酸 化 性 の 化 学 種 だ け

が 溶 け 込 ん だ 水 が 生 成 さ れ る 。 す な わ ち 、 前 記 ３ 室 型 電 解 槽 Ａ は 、 原 水 に 食 塩 等 の 電 解 質

を 添 加 し て お ら ず 、 ア ノ ー ド 室 ２ に 殺 菌 ・ 消 毒 力 の あ る 酸 性 酸 化 水 (ｐ Ｈ ２ ～ ６ )が 、 ま た

カ ソ ー ド 室 １ に は 洗 浄 力 の あ る 酸 化 還 元 電 位 (Ｏ Ｒ Ｐ )が 低 い ア ル カ リ 性 の 還 元 水 (ｐ Ｈ ８

～ １ ２ )が 生 成 さ れ る の で あ る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

本 発 明 に お い て は 、 前 記 ３ 室 型 電 解 槽 Ａ の ア ノ ー ド 室 ２ 内 に お い て 生 成 さ れ た 強 電 解 酸 性

水 を 、 原 料 水 と し て 使 用 す る が 、 本 発 明 で 使 用 す る 強 電 解 酸 性 水 の ｐ Ｈ は ２ ． ５ ～ ５ 程 度

、 Ｏ Ｒ Ｐ が ＋ １ ０ ０ ０ ｍ Ｖ (ｖ ｓ ． Ａ ｇ ／ Ａ ｇ Ｃ ｌ )以 上 で あ る こ と が 好 ま し く 、 こ れ ら は

前 記 ３ 室 型 電 解 槽 Ａ を 用 い た 電 解 で は 、 中 間 室 ５ に 高 濃 度 の 食 塩 水 を 入 れ る こ と で 容 易 に

生 成 す る こ と が で き る 。 一 般 に 、 ｐ Ｈ が 強 酸 性 で あ る Ｏ Ｒ Ｐ の 高 い 電 解 水 は 、 殺 菌 ・ 消 毒

性 と 浸 透 性 に お い て 優 れ て い る こ と が 知 ら れ て い る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

前 記 ３ 室 型 電 解 槽 を 用 い て 生 成 さ れ た ｐ Ｈ が ２ ． ５ ～ ５ 程 度 、 特 に 好 ま し く は ３ ～ ４ 程 度

で 、 Ｏ Ｒ Ｐ が ＋ １ ０ ０ ０ ｍ Ｖ 以 上 、 特 に 好 ま し く は ＋ １ １ ０ ０ ｍ Ｖ 程 度 の 強 電 解 酸 性 水 に

、 保 湿 機 能 を 有 す る グ リ セ リ ン を ３ ～ １ ５ 重 量 ％ 程 度 、 特 に 好 ま し く は ５ ～ １ ０ 重 量 ％ 程

度 、 お よ び コ ー テ ィ ン グ 機 能 を 有 す る ヒ ド ロ キ シ プ ロ ピ ル セ ル ロ ー ス を ０ ． ３ ～ １ ． ５ 重

量 ％ 程 度 、 特 に 好 ま し く は ０ ． ５ ～ １ 重 量 ％ 程 度 を 添 加 混 入 し て 、 本 発 明 の 殺 菌 ・ 消 毒 性

お よ び 保 湿 性 を 有 す る 美 肌 水 を 製 造 す る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

前 記 グ リ セ リ ン は 、 天 然 に は 油 脂 の 成 分 と し て 大 量 に 産 し 、 石 鹸 製 造 の 副 産 物 と し て 得 ら

れ 、 ま た 工 業 的 に は プ ロ ピ レ ン か ら 合 成 さ れ る 。 無 色 で 粘 度 ・ 吸 湿 性 が 高 く 保 湿 性 に お い

て 優 れ て い る と い う 特 性 を も っ て い る 。

【 ０ ０ １ ６ 】
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ま た 、 前 記 ヒ ド ロ キ シ プ ロ ピ ル セ ル ロ ー ス は 、 木 材 パ ル プ 、 も し く は リ ン タ ー パ ル プ を 高

濃 度 の 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム 溶 液 に 浸 漬 し 、 ア ル カ リ セ ル ロ ー ス と し 、 こ れ を 溶 液 の ま ま ま た

は 生 成 し た ア ル カ リ セ ル ロ ー ス を 圧 搾 し て 過 量 の 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム 溶 液 を 除 去 し 、 酸 化 プ

ロ ピ レ ン を 作 用 さ せ て 粗 製 ヒ ド ロ キ シ プ ロ ピ ル セ ル ロ ー ス を 得 る 。 そ し て 、 こ れ を 熱 湯 で

洗 浄 し 、 未 反 応 物 お よ び 副 生 し た プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル な ど を 除 去 し 、 乾 燥 し た 後 、 粉 砕

し て 製 造 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

前 記 ヒ ド ロ キ シ プ ロ ピ ル セ ル ロ ー ス は 、 そ の 構 造 中 に 親 水 基 と 親 油 基 を 持 ち 、 水 溶 性 と 有

機 溶 剤 溶 性 を 兼 ね 備 え た セ ル ロ ー ス 誘 導 体 で 、 非 イ オ ン 性 で あ る 。 そ の た め 、 塩 類 や 酸 、

ア ル カ リ に も 安 定 で あ り 、 適 度 の 界 面 活 性 が あ る 。 ま た 、 コ ー テ ィ ン グ 性 に 優 れ て い る た

め 、 フ ィ ル ム コ ー テ ィ ン グ 剤 、 プ ロ テ ク テ ィ ブ コ ー テ ィ ン グ 剤 と し て 使 用 さ れ る が 、 本 発

明 に お い て は 、 皮 膚 に 塗 布 し た 強 電 解 酸 性 水 お よ び グ リ セ リ ン の 各 成 分 が 、 皮 膚 面 よ り 蒸

散 し な い よ う に す る コ ー テ ィ ン グ 機 能 を 果 た す 。

【 ０ ０ １ ８ 】

前 記 各 特 性 を 有 す る グ リ セ リ ン お よ び ヒ ド ロ キ シ プ ロ ピ ル セ ル ロ ー ス を 、 所 定 量 強 電 解 酸

性 水 に 添 加 混 入 し て 美 肌 水 を 製 造 す る が 、 該 美 肌 水 を 皮 膚 に 塗 布 し た 場 合 、 前 記 強 電 解 酸

性 水 の 効 果 の 外 に 、 保 湿 機 能 を 有 す る グ リ セ リ ン が 、 コ ー テ ィ ン グ 機 能 を 有 す る ヒ ド ロ キ

シ プ ロ ピ ル セ ル ロ ー ス に よ っ て コ ー テ ィ ン グ さ れ 、 該 強 電 解 酸 性 水 お よ び グ リ セ リ ン の 各

成 分 の 蒸 散 が 長 時 間 に 亘 っ て 阻 止 さ れ る の で 、 皮 膚 へ の 殺 菌 ・ 消 毒 効 果 お よ び 保 湿 効 果 を

維 持 す る こ と が で き る の で あ る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

そ し て 、 本 発 明 者 は 、 ｐ Ｈ ３ の 強 電 解 酸 性 水 に 、 保 湿 剤 と し て グ リ セ リ ン を ５ 重 量 ％ 、 お

よ び コ ー テ ィ ン グ 剤 と し て ヒ ド ロ キ シ プ ロ ピ ル セ ル ロ ー ス を ０ ． ５ 重 量 ％ を 添 加 混 入 し て

製 造 さ れ た 美 肌 水 と 、 保 湿 剤 と し て グ リ セ リ ン １ ０ 重 量 ％ お よ び コ ー テ ィ ン グ 剤 と し て ヒ

ド ロ キ シ プ ロ ピ ル セ ル ロ ー ス １ 重 量 ％ を 添 加 混 入 し て 製 造 さ れ た 美 肌 水 と を 、 そ れ ぞ れ 皮

膚 へ 塗 布 し た と き の 角 層 水 分 量 の 経 時 変 化 を 測 定 し 、 そ の 結 果 を 図 ２ に 示 す 。 な お 、 図 ２

に お い て は 、 「 強 電 解 酸 性 水 」 の こ と を 、 「 強 酸 化 水 」 と 表 示 し て い る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

前 記 測 定 は 、 ア イ ・ ビ イ ・ エ ス 株 式 会 社 製 の 「 Ｓ Ｋ Ｉ Ｃ Ｏ Ｎ － ２ ０ ０ 」 を 使 用 し て 測 定 し

た 。 測 定 方 法 は 、 先 ず 、 何 も し な い 状 態 で 皮 膚 の 被 検 証 部 位 の コ ン ダ ク タ ン ス を 測 定 す る

（ コ ン ト ロ ー ル ） 。 次 に 被 検 部 で あ る 皮 膚 に １ 滴 の 水 滴 を 載 せ 、 １ ０ 秒 間 水 分 を 吸 わ せ た

後 、 乾 燥 し た 布 で 拭 き 取 り 、 そ の 直 後 、 ど れ だ け コ ン ダ ク タ ン ス が 上 昇 す る か で 吸 湿 性 を

、 ま た そ の 後 ３ ０ 秒 ご と に 、 ２ 分 間 以 上 測 定 を 行 い 、 吸 収 さ れ た 水 分 が ど れ だ け 、 外 気 に

失 わ れ て 行 く か 追 跡 し 、 角 質 水 分 保 持 能 力 を 調 査 す る と い う 方 法 で あ る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

な お 、 浄 水 、 純 水 、 グ リ セ リ ン お よ び ヒ ド ロ キ シ プ ロ ピ ル セ ル ロ ー ス を 添 加 し て い な い ｐ

Ｈ ３ の 強 電 解 酸 性 水 に つ い て も 、 比 較 の た め 測 定 し た 。 ま た 、 図 中 、 「 強 酸 化 水 ＋ α 」 は

、 保 湿 剤 と し て グ リ セ リ ン ５ 重 量 ％ 、 お よ び コ ー テ ィ ン グ 剤 と し て ヒ ド ロ キ シ プ ロ ピ ル セ

ル ロ ー ス ０ ． ５ 重 量 ％ を そ れ ぞ れ 添 加 し た も の 、 「 強 酸 化 水 ＋ α '」 は 、 保 湿 剤 と し て グ

リ セ リ ン １ ０ 重 量 ％ 、 お よ び コ ー テ ィ ン グ 剤 と し て ヒ ド ロ キ シ プ ロ ピ ル セ ル ロ ー ス １ 重 量

％ を そ れ ぞ れ 添 加 し た も の を 指 す 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

図 ２ に 示 す 測 定 結 果 か ら 、 グ リ セ リ ン お よ び ヒ ド ロ キ シ プ ロ ピ ル セ ル ロ ー ス を 添 加 し て い

な い 強 電 解 酸 性 水 は 、 皮 膚 に 塗 布 し た 直 後 の コ ン ダ ク タ ン ス (μ Ｓ )（ 電 流 の 流 れ 易 さ を 表

す 物 性 値 ） が 急 上 昇 す る が 、 そ の 後 、 急 降 下 し て し ま い 水 分 保 持 能 力 が 劣 る こ と が 判 っ た

。 ま た 、 純 水 は 、 塗 布 直 後 の コ ン ダ ク タ ン ス が 強 電 解 酸 性 水 の 半 分 程 度 の 値 し か な く 、 経

時 と 共 に 徐 々 に 降 下 し て 行 き 、 更 に 、 浄 水 は 塗 布 直 後 の コ ン ダ ク タ ン ス が 前 記 純 水 の 半 分

程 度 の 値 し か な く 、 経 時 と 共 に 一 旦 上 昇 す る が 、 そ の 後 降 下 し て 行 き 、 純 水 と ほ ぼ 同 一 と

な り 、 純 水 お よ び 浄 水 は 前 記 強 電 解 酸 性 水 に 比 べ て 水 分 保 持 能 力 が 悪 い こ と が 判 っ た 。

【 ０ ０ ２ ３ 】
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そ し て 、 強 電 解 酸 性 水 に 保 湿 剤 と し て グ リ セ リ ン １ ０ 重 量 ％ 、 お よ び コ ー テ ィ ン グ 剤 と し

て ヒ ド ロ キ シ プ ロ ピ ル セ ル ロ ー ス １ 重 量 ％ を そ れ ぞ れ 添 加 し た 「 強 酸 化 水 ＋ α '」 は 、 塗

布 直 後 の コ ン ダ ク タ ン ス は 、 前 記 グ リ セ リ ン お よ び ヒ ド ロ キ シ プ ロ ピ ル セ ル ロ ー ス を 添 加

し て い な い 強 電 解 酸 性 水 よ り や や 劣 る が 、 か な り 高 い コ ン ダ ク タ ン ス に ま で 上 昇 し 、 そ の

経 時 と 共 に 、 ６ ０ 秒 後 ま で ほ ぼ 同 一 コ ン ダ ク タ ン ス を 維 持 し 、 そ の 後 緩 や か に 下 降 を 続 け

、 ま た 強 電 解 酸 性 水 に 保 湿 剤 と し て グ リ セ リ ン ５ 重 量 ％ 、 お よ び コ ー テ ィ ン グ 剤 と し て ヒ

ド ロ キ シ プ ロ ピ ル セ ル ロ ー ス ０ ． ５ 重 量 ％ を そ れ ぞ れ 添 加 し た 「 強 酸 化 水 ＋ α 」 は 、 塗 布

直 後 は 前 記 「 強 酸 化 水 ＋ α '」 と ほ ぼ 同 一 位 置 ま で 上 昇 し 、 そ の 後 ３ ０ 秒 後 ま で 更 に 上 昇

を 続 け 、 そ の 後 緩 や か に 下 降 し 、 ９ ０ 秒 後 は 前 記 「 強 酸 化 水 ＋ α '」 よ り や や 下 方 へ 降 下

し て し ま う こ と が 判 っ た 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

前 記 測 定 の 結 果 、 強 電 解 酸 性 水 に 添 加 す る 保 湿 剤 の 量 を 多 く す る こ と に よ り 、 皮 膚 の 水 分

保 持 能 力 が よ い と い う こ と が 立 証 さ れ た 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

更 に 、 本 発 明 者 は 、 ｐ Ｈ ３ の 強 電 解 酸 性 水 に 、 保 湿 剤 と し て の グ リ セ リ ン 、 お よ び コ ー テ

ィ ン グ 剤 と し て の ヒ ド ロ キ シ プ ロ ピ ル セ ル ロ ー ス の 添 加 混 入 割 合 を 種 々 変 え て 製 造 し た 美

肌 水 を 皮 膚 に 塗 布 し て テ ス ト し た 。 す な わ ち 、 図 ３ は 、 保 湿 剤 と し て グ リ セ リ ン １ ０ 重 量

％ 、 お よ び コ ー テ ィ ン グ 剤 と し て ヒ ド ロ キ シ プ ロ ピ ル セ ル ロ ー ス １ 重 量 ％ を そ れ ぞ れ 添 加

混 入 し て 美 肌 水 を 製 造 し 、 手 の 甲 に 塗 布 し 、 該 塗 布 し た 美 肌 水 が 乾 燥 し た 後 の 状 態 の 写 真

で あ る 。 ま た 、 図 ４ は 、 ｐ Ｈ ３ の 強 電 解 酸 性 水 に 、 グ リ セ リ ン ５ 重 量 ％ お よ び ヒ ド ロ キ シ

プ ロ ピ ル セ ル ロ ー ス ０ ． ５ 重 量 ％ を そ れ ぞ れ 添 加 混 入 し て 美 肌 水 を 製 造 し 、 手 の 甲 に 塗 布

し 、 該 塗 布 し た 美 肌 水 が 乾 燥 し た 後 の 状 態 の 写 真 で あ る 。 な お 、 図 ５ は 前 記 美 肌 水 で は な

く 、 強 電 解 酸 性 水 の み を 塗 布 し 、 該 塗 布 し た 強 電 解 酸 性 水 が 乾 燥 し た 後 の 状 態 を 示 す 写 真

で 、 ま た 図 ６ は 前 記 美 肌 水 で は な く 、 純 水 を 塗 布 し 、 乾 燥 し た 後 の 状 態 を 示 す 写 真 で 、 い

ず れ も 前 記 美 肌 水 の 塗 布 後 の 状 態 と 比 較 す る た め 図 示 し た 。 更 に 、 図 ７ は 美 肌 水 等 の 塗 布

前 の 写 真 で 、 前 記 図 ３ ～ 図 ６ に 示 す 美 肌 水 等 の 塗 布 後 の 状 態 と 比 較 す る た め に 図 示 し た 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

前 記 図 ３ ～ 図 ４ 、 図 ５ ～ 図 ６ お よ び 図 ７ の 写 真 の 比 較 か ら 、 本 発 明 製 造 方 法 に よ り 得 ら れ

た 美 肌 水 と 、 純 水 ま た は 浄 水 の 塗 布 後 の 皮 膚 の 状 態 か ら 判 断 す る と 、 前 記 美 肌 水 を 塗 布 す

る と 筋 が は っ き り 見 え る と 共 に 、 肌 全 体 が 光 沢 を 持 っ て い る 。 こ れ は 美 肌 水 が 純 水 ま た は

浄 水 に 比 し て 、 保 湿 性 を 有 す る グ リ セ リ ン の 作 用 に よ り 水 分 保 持 能 力 が よ く 、 保 湿 効 果 が

優 れ て い る た め で あ る と 共 に 、 ヒ ド ロ キ シ プ ロ ピ ル セ ル ロ ー ス の コ ー テ ィ ン グ 機 能 に よ る

も の と 考 え ら れ る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

ま た 更 に 、 本 発 明 者 は 、 本 発 明 製 造 方 法 に よ っ て 得 ら れ た 美 肌 水 が 、 ア ト ピ ー 性 皮 膚 炎 に

有 効 に 作 用 す る の で は な い か と 考 え 、 長 野 県 飯 田 市 の 「 医 療 法 人 栗 山 会 飯 田 病 院 」 の 協 力

を 得 て 、 ア ト ピ ー 性 皮 膚 炎 の 患 者 数 名 に 前 記 美 肌 水 を 塗 布 し て テ ス ト し た 。 そ の 塗 布 前 か

ら 塗 布 後 に つ き 、 経 時 的 に 撮 影 し た 症 例 写 真 を 図 ８ ～ 図 ２ ２ と し て 示 す 。 本 テ ス ト に 使 用

し た 美 肌 水 は 、 ｐ Ｈ ３ で Ｏ Ｒ Ｐ ＋ １ １ ０ ０ ｍ Ｖ の 強 電 解 酸 性 水 に 、 グ リ セ リ ン １ ０ 重 量 ％

、 ヒ ド ロ キ シ プ ロ ピ ル セ ル ロ ー ス １ 重 量 ％ を 添 加 混 入 し て 製 造 し た 美 肌 水 を 使 用 し た 。 な

お 、 前 記 各 図 中 に お い て 、 「 Ｓ Ｃ Ｗ 」 お よ び 「 ミ ズ ス キ ン ケ ア 」 と い う 表 示 は 、 本 発 明 製

造 方 法 に よ っ て 得 ら れ た 美 肌 水 を 指 す 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

前 記 図 ８ ～ 図 ２ ２ に 示 す 各 症 例 写 真 か ら 判 断 し て 、 本 発 明 製 造 法 に よ っ て 得 ら れ た 美 肌 水

は 、 ア ト ピ ー 性 皮 膚 炎 に 対 し て 著 効 を 示 す こ と が 立 証 さ れ た 。 ア ト ピ ー 性 皮 膚 炎 に 対 し て

著 効 を 示 し た 理 由 と し て は 、 原 料 水 で あ る 強 電 解 酸 性 水 の 殺 菌 ・ 消 毒 性 と 浸 透 性 、 グ リ セ

リ ン の 保 湿 性 お よ び ヒ ド ロ キ シ プ ロ ピ ル セ ル ロ ー ス の コ ー テ ィ ン グ 性 の 相 乗 効 果 に よ る も

の と 考 え ら れ る 。 す な わ ち 、 強 電 解 酸 性 水 の 殺 菌 ・ 消 毒 成 分 と グ リ セ リ ン の 保 湿 成 分 が 前

記 電 解 水 の 浸 透 作 用 に よ り 、 皮 膚 の 表 皮 細 胞 部 分 に 深 く 浸 透 し 、 殺 菌 ・ 消 毒 す る と 共 に 、

ヒ ド ロ キ シ プ ロ ピ ル セ ル ロ ー ス の コ ー テ ィ ン グ 機 能 に よ り 保 湿 性 を 長 時 間 保 持 で き る と 推
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測 さ れ る 。

【 実 施 例 ２ 】

【 ０ ０ ２ ９ 】

前 記 実 施 例 １ に お い て は 、 ３ 室 型 電 解 槽 を 用 い て 生 成 さ れ た 強 電 解 酸 性 水 に 、 保 湿 機 能 を

有 す る グ リ セ リ ン 、 お よ び コ ー テ ィ ン グ 機 能 を 有 す る ヒ ド ロ キ シ プ ロ ピ ル セ ル ロ ー ス を 添

加 混 入 し て 、 殺 菌 ・ 消 毒 性 お よ び 保 湿 性 を 有 す る 美 肌 水 を 製 造 す る こ と が 記 載 さ れ て い る

。 し か し な が ら 、 本 発 明 の 原 料 水 で あ る 強 電 解 酸 性 水 の 殺 菌 ・ 消 毒 性 と 浸 透 性 と グ リ セ リ

ン の 保 湿 性 が 、 に き び 、 吹 き 出 物 お よ び ア ト ピ ー 性 皮 膚 炎 の 発 生 を 防 止 す る と 共 に 、 そ の

回 復 ・ 治 癒 を 図 る 役 目 を 果 た し て い る の で 、 コ ー テ ィ ン グ 機 能 を 有 す る ヒ ド ロ キ シ プ ロ ピ

ル セ ル ロ ー ス を 添 加 混 入 し な く て も 、 そ の 目 的 は 十 分 果 た す こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

す な わ ち 、 ３ 室 型 電 解 槽 を 用 い て 生 成 さ れ た ｐ Ｈ が ２ ． ５ ～ ５ 程 度 、 特 に 好 ま し く は ３ ～

４ 程 度 で 、 Ｏ Ｒ Ｐ が ＋ １ ０ ０ ０ ｍ Ｖ 以 上 、 特 に 好 ま し く は ＋ １ １ ０ ０ ｍ Ｖ 程 度 の 強 電 解 酸

性 水 に 、 保 湿 機 能 を 有 す る グ リ セ リ ン を ３ ～ １ ５ 重 量 ％ 程 度 、 特 に 好 ま し く は ５ ～ １ ０ 重

量 ％ 程 度 添 加 混 入 し て 、 本 発 明 の 殺 菌 ・ 消 毒 性 お よ び 保 湿 性 を 有 す る 美 肌 水 を 製 造 す る こ

と も で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ３ １ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 殺 菌 ・ 消 毒 性 お よ び 保 湿 性 を 有 す る 美 肌 水 の 製 造 方 法 に 使 用 す る ３ 室 型

電 解 槽 の 概 略 説 明 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 本 発 明 の 殺 菌 ・ 消 毒 性 お よ び 保 湿 性 を 有 す る 美 肌 水 の 製 造 方 法 に よ り 得 ら れ た 美

肌 水 と 、 比 較 の た め 純 水 等 を 皮 膚 に 塗 布 し た と き の 角 質 水 分 量 の 経 時 変 化 を 示 す グ ラ フ で

あ る 。

【 図 ３ 】 本 発 明 の 殺 菌 ・ 消 毒 性 お よ び 保 湿 性 を 有 す る 美 肌 水 の 製 造 方 法 に よ り 得 ら れ た 美

肌 水 を 皮 膚 に 塗 布 し て テ ス ト し た 写 真 で あ る 。

【 図 ４ 】 本 発 明 の 殺 菌 ・ 消 毒 性 お よ び 保 湿 性 を 有 す る 美 肌 水 の 製 造 方 法 に よ り 得 ら れ た 美

肌 水 を 皮 膚 に 塗 布 し て テ ス ト し た 写 真 で あ る 。

【 図 ５ 】 強 電 解 酸 性 水 を 皮 膚 に 塗 布 し て テ ス ト し た 結 果 の 写 真 で あ る 。

【 図 ６ 】 純 水 を 皮 膚 に 塗 布 し て テ ス ト し た 結 果 の 写 真 で あ る 。

【 図 ７ 】 皮 膚 に 美 肌 水 等 を 塗 布 す る 前 の 状 態 の 写 真 で あ る 。

【 図 ８ 】 本 発 明 の 殺 菌 ・ 消 毒 性 お よ び 保 湿 性 を 有 す る 美 肌 水 の 製 造 方 法 に よ り 得 ら れ た 美

肌 水 を ア ト ピ ー 性 皮 膚 炎 の 患 者 に 塗 布 し て 経 時 的 に 撮 影 し た 写 真 で あ る 。

【 図 ９ 】 本 発 明 の 殺 菌 ・ 消 毒 性 お よ び 保 湿 性 を 有 す る 美 肌 水 の 製 造 方 法 に よ り 得 ら れ た 美

肌 水 を ア ト ピ ー 性 皮 膚 炎 の 患 者 に 塗 布 し て 経 時 的 に 撮 影 し た 写 真 で あ る 。

【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 殺 菌 ・ 消 毒 性 お よ び 保 湿 性 を 有 す る 美 肌 水 の 製 造 方 法 に よ り 得 ら れ た

美 肌 水 を ア ト ピ ー 性 皮 膚 炎 の 患 者 に 塗 布 し て 経 時 的 に 撮 影 し た 写 真 で あ る 。

【 図 １ １ 】 本 発 明 の 殺 菌 ・ 消 毒 性 お よ び 保 湿 性 を 有 す る 美 肌 水 の 製 造 方 法 に よ り 得 ら れ た

美 肌 水 を ア ト ピ ー 性 皮 膚 炎 の 患 者 に 塗 布 し て 経 時 的 に 撮 影 し た 写 真 で あ る 。

【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 殺 菌 ・ 消 毒 性 お よ び 保 湿 性 を 有 す る 美 肌 水 の 製 造 方 法 に よ り 得 ら れ た

美 肌 水 を ア ト ピ ー 性 皮 膚 炎 の 患 者 に 塗 布 し て 経 時 的 に 撮 影 し た 写 真 で あ る 。

【 図 １ ３ 】 本 発 明 の 殺 菌 ・ 消 毒 性 お よ び 保 湿 性 を 有 す る 美 肌 水 の 製 造 方 法 に よ り 得 ら れ た

美 肌 水 を ア ト ピ ー 性 皮 膚 炎 の 患 者 に 塗 布 し て 経 時 的 に 撮 影 し た 写 真 で あ る 。

【 図 １ ４ 】 本 発 明 の 殺 菌 ・ 消 毒 性 お よ び 保 湿 性 を 有 す る 美 肌 水 の 製 造 方 法 に よ り 得 ら れ た

美 肌 水 を ア ト ピ ー 性 皮 膚 炎 の 患 者 に 塗 布 し て 経 時 的 に 撮 影 し た 写 真 で あ る 。

【 図 １ ５ 】 本 発 明 の 殺 菌 ・ 消 毒 性 お よ び 保 湿 性 を 有 す る 美 肌 水 の 製 造 方 法 に よ り 得 ら れ た

美 肌 水 を ア ト ピ ー 性 皮 膚 炎 の 患 者 に 塗 布 し て 経 時 的 に 撮 影 し た 写 真 で あ る 。

【 図 １ ６ 】 本 発 明 の 殺 菌 ・ 消 毒 性 お よ び 保 湿 性 を 有 す る 美 肌 水 の 製 造 方 法 に よ り 得 ら れ た

美 肌 水 を ア ト ピ ー 性 皮 膚 炎 の 患 者 に 塗 布 し て 経 時 的 に 撮 影 し た 写 真 で あ る 。

【 図 １ ７ 】 本 発 明 の 殺 菌 ・ 消 毒 性 お よ び 保 湿 性 を 有 す る 美 肌 水 の 製 造 方 法 に よ り 得 ら れ た

美 肌 水 を ア ト ピ ー 性 皮 膚 炎 の 患 者 に 塗 布 し て 経 時 的 に 撮 影 し た 写 真 で あ る 。
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【 図 １ ８ 】 本 発 明 の 殺 菌 ・ 消 毒 性 お よ び 保 湿 性 を 有 す る 美 肌 水 の 製 造 方 法 に よ り 得 ら れ た

美 肌 水 を ア ト ピ ー 性 皮 膚 炎 の 患 者 に 塗 布 し て 経 時 的 に 撮 影 し た 写 真 で あ る 。

【 図 １ ９ 】 本 発 明 の 殺 菌 ・ 消 毒 性 お よ び 保 湿 性 を 有 す る 美 肌 水 の 製 造 方 法 に よ り 得 ら れ た

美 肌 水 を ア ト ピ ー 性 皮 膚 炎 の 患 者 に 塗 布 し て 経 時 的 に 撮 影 し た 写 真 で あ る 。

【 図 ２ ０ 】 本 発 明 の 殺 菌 ・ 消 毒 性 お よ び 保 湿 性 を 有 す る 美 肌 水 の 製 造 方 法 に よ り 得 ら れ た

美 肌 水 を ア ト ピ ー 性 皮 膚 炎 の 患 者 に 塗 布 し て 経 時 的 に 撮 影 し た 写 真 で あ る 。

【 図 ２ １ 】 本 発 明 の 殺 菌 ・ 消 毒 性 お よ び 保 湿 性 を 有 す る 美 肌 水 の 製 造 方 法 に よ り 得 ら れ た

美 肌 水 を ア ト ピ ー 性 皮 膚 炎 の 患 者 に 塗 布 し て 経 時 的 に 撮 影 し た 写 真 で あ る 。

【 図 ２ ２ 】 本 発 明 の 殺 菌 ・ 消 毒 性 お よ び 保 湿 性 を 有 す る 美 肌 水 の 製 造 方 法 に よ り 得 ら れ た

美 肌 水 を ア ト ピ ー 性 皮 膚 炎 の 患 者 に 塗 布 し て 経 時 的 に 撮 影 し た 写 真 で あ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 Ａ 　 ３ 室 型 電 解 槽

　 １ 　 カ ソ ー ド 室

　 ２ 　 ア ノ ー ド 室

　 ３ ・ ４ 　 隔 膜

　 ５ 　 中 間 室

　 ６ 　 カ ソ ー ド 極

　 ７ 　 ア ノ ー ド 極

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】
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【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】 【 図 ２ ２ 】
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同時発表：経済産業省 

 

1.  独立行政法人製品評価技術基盤機構（NITE）は、経済産業省の要請を受け、新型

コロナウイルスの感染拡大に対応し、家庭や職場におけるアルコール以外の消毒

方法の選択肢を増やすため、上記検討委員会を 4 月に設置し、消毒方法の有効性

評価を進めてきました。 

 

2.  昨日 6 月 25 日、最終回となる第 5 回検討委員会を開催し、国立感染症研究所、

学校法人北里研究所、国立大学法人帯広畜産大学、国立大学法人鳥取大学及び一

般財団法人日本繊維製品品質技術センターと共同で進めていた新型コロナウイル

スを用いた検証試験結果について審議を行い、最終的な報告をとりまとめました。

結果の概要は、以下のとおりです。（点線赤枠部分が、今回委員会で新たに判断さ

れた事項です） 

(1) 界面活性剤は次の 9種を有効と判断しました。 

➢ 直鎖アルキルベンゼンスルホン酸ナトリウム（0.1%以上） 

➢ アルキルグリコシド（0.1%以上） 

➢ アルキルアミンオキシド（0.05%以上） 

➢ 塩化ベンザルコニウム（0.05%以上） 

➢ 塩化ベンゼトニウム（0.05%以上） 

➢ 塩化ジアルキルジメチルアンモニウム（0.01％以上） 

➢ ポリオキシエチレンアルキルエーテル（0.2%以上） 

➢ 純石けん分（脂肪酸カリウム（0.24％以上） 

➢ 純石けん分（脂肪酸ナトリウム（0.22％以上）  

  

News Release 
 

令和２年６月２６日 

Ｎ ＩＴ Ｅ （ナイト） 

独立行政法人製品評価技術基盤機構 

法人番号 9011005001123 
 

 

新型コロナウイルスに対する消毒方法の 

有効性評価について最終報告をとりまとめました。 
～物品への消毒に活用できます～ 

 

  

NITE（ナイト）［独立行政法人 製品評価技術基盤機構 理事長：辰巳 敬］は、第

5回「新型コロナウイルスに対する代替消毒方法の有効性評価に関する検討委員会」

を 6月 25日に開催し、新型コロナウイルスを用いた候補物資の有効性評価結果の最

終報告をとりまとめました。 

今まで公表済みの結果に加え、新たに２種の界面活性剤、及び一定の濃度以上の次

亜塩素酸水が、新型コロナウイルスの消毒に対して有効であることが確認されまし

た。 
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(2) 次亜塩素酸水は、以下のものを有効と判断しました。 

・次亜塩素酸水（電解型/非電解型）は有効塩素濃度 35ppm以上 

・ジクロロイソシアヌル酸ナトリウムは有効塩素濃度 100ppm以上 

 

なお、今回の検証結果を踏まえると、次亜塩素酸水の利用に当たっては以下

の注意が必要であることが確認されました。 

① 汚れ（有機物：手垢、油脂等）をあらかじめ除去すること 

② 対象物に対して十分な量を使用すること 

 

 

3. 今回の検証結果のとりまとめにより、新型コロナウイルス対策のための家庭や職

場における消毒方法の選択肢がさらに広がることを期待いたします。  

なお、有効とされた界面活性剤を含む洗剤等は、NITEホームページで「効果が確

認された界面活性剤を含む洗剤等のリスト」（※1）として公表しており、今回の

追加を踏まえた情報に更新しました。 

また、家庭用洗剤を使って身近なものを消毒する際の動画（※2）を作成し、公開

しました。 

    ※1  https://www.nite.go.jp/information/osirasedetergentlist.htmll 

    ※2  https://www.youtube.com/watch?v=38HY_4-5sCU&feature=youtu.be 

 

4. 本発表に関連する資料 

NITEの HPから公表 

https://www.nite.go.jp/information/osirase20200626.html  

・「新型コロナウイルスに対する代替消毒方法の有効性評価（最終報告）」 

・上記報告の概要ペーパー  ・その他、第５回委員会の資料 

 

（参考１）検討委員会について 

「新型コロナウイルスに対する代替消毒方法の有効性評価に関する検討委員会」 

委員長：  松本哲哉 国際医療福祉大教授（日本環境感染学会副理事長）  

委員会の構成： 国立研究所/大学の学識経験者、関係団体他の委員 

オブザーバー： 厚生労働省、経済産業省他 

 

 （参考２）委員会の検討経緯 

  第１回（４月１５日） 検討開始 

  第３回（５月２１日） 界面活性剤５種について有効と判断。 

第４回（５月２８日） 新たに界面活性剤２種（計７種）について有効と判断。な

お、「次亜塩素酸水については、今回の委員会では判断に至らず、引き続き検証試験

を実施することとされました」。(５月２９日プレスリリース文より) 

 

 

 

 

 

 

お問合せ先 
 独立行政法人製品評価技術基盤機構 理事 高見 牧人 
  消毒手法タスクフォース 加藤（バイオテクノロジーセンター次長） 
  （本リリースに関するお問い合わせ） 広報担当 吉田、田邊 電話：03-3481-6685       
   メールアドレス：dmtf-koho@nite.go.jp 
 
 
 
 
 
 
 

https://www.nite.go.jp/information/osirasedetergentlist.htmll
https://www.youtube.com/watch?v=38HY_4-5sCU&feature=youtu.be
https://www.nite.go.jp/information/osirase20200626.html
mailto:dmtf-koho@nite.go.jp
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除菌SO水 （除菌電解高純度次亜塩素酸水）について (1)

ウォーターデザイン研究会

1. 水を強電解すると陽極では強い殺菌力を持つ強電解酸性酸化水 (S0 

水）、陰極では優れた洗浄力を持つ強電解アルカ リ性還元水 (SR水）

が生成する。

2.強電解水の製法には通常の 2室型電解槽を用いる方法と3室型電解槽を用

いる方法の 2つの方法がある。

3. 2室型電解槽と 3室型電解槽で生成した強電解水の殺菌能や洗浄能には大

きな差はない。しかし電解水の寿命に差が出てく る。

4. 2室型では原水に食塩などを 0. 1％ほど添加しないと強電解水が製造出来

ない。そのため生成した強霞解水中に添加した食塩がそのまま含まれてくる。

これに対し 3室型では原水に高純度水を用い食塩などを添加しないで強電

解できる関係上、純度の高い強電解水が製造できる。

5. 3室型電解槽で生成した強電解水は純度が高い。 その結果強電解水の寿命が

長く、少なくとも半年から 1年は機能が保たれる。 2室型電解槽で生成した

強電解水に比べ塩分濃度が極めて低いので肌につけても節みたりはしない。

また長期にわたり使用しても肌荒れの心配も少ない。 さらに臭気もほとんど

感じない。

6. so水の殺菌力のもとは次亜塩素酸 (HCl 0)であ り、その酸化力による
菌の酸化分解である。そのため抗生物質の場合のような耐性菌の出現はない

と推測される。脱臭力や漂白作用もHClOの酸化力による。

7. 電気分解による強電解水の生成は電極反応式 (1)～ (4)による。 陽極で

生成した塩素 (Cl 2)が水と反応して（3)式に示すようにHClOが生

成する。（3)式において有効塩素濃度が同一でも 2室型電解槽で生成した

SO水では3室型に比べ塩化物イオン濃度が高いため (3)反応は左に片寄

っている。その結果塩素の割合が大きくなり 3室型の SO水に比べ塩素臭が

するだけでなく 2室型SO水の寿命にも関係してく る。

8.次亜塩素酸は現在消毒剤として多用されている次亜塩素酸ナトリウム (Na

ClO)に比べ少なくとも 10倍以上の殺菌力を持っている。菌の種類によ

っては 10 0倍から 10 0 0倍以上の殺菌力を持っている。それだけ低濃度
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で殺菌効果があるので生体に対しても環境に対しても極めて優しい。

9. 現在消毒剤として多用されているアルコールや次亜塩素酸ナトリウムは使

用に伴い手荒れが生じたりする。これに対し特に 3室型SO水では使用して

も手荒れが生じないだけでなく使えば使うほど手がすべすべしてくる。

1 0. S 0水は抗生物質が効かないMRSAのような耐性菌などを極めて容易

に殺菌する。しかも菌を酸化分解して殺菌する関係上耐性菌は極めて現れ

難い特長がある。

1 1. S 0水の殺菌剤としての大きな特長は殺菌能のスペク トル範囲が極めて

広いことである。特にウイルスに対しては極めて優れた殺菌作用を示す。

1 2.それでいながら SO水も SR水もともに極めて安全である。

1 3. so水は手洗いだけでなくアルコールや次亜塩素酸ナ トリウムでは出来な
い「うがい」や「空間への噴霧jが可能である。

．． ・り•• 
•.• •• 

•. 

so水およびSR水生成の電極反応は次になる。

陽極： SO水； pH 

ORP 

電極反応： 2I--I20

2 C 1 -

C 1 2 + 

＜
 
＞
 

→ 

→ 

H20 

陰極 ：SR水； pH 

ORP 

電極反応： 2H20 

＞
 
＜
 

3
 1 0 0 0 

4H' 

C 1 2 

→ 

2 e 

mV (vs. Ag/Ag Cl) 

•’• 

＋
 
＋
 

1 1 

-800 

一〉

02 

2 e 

HClO 

＋
 
4 e 

ヽ
｀
＇
‘
~
‘
`
l

1

2

 

（

（

 

＋
 
HCl 

mV  (vs. 

(3) ．， 

｀ 

Ag/Ag Cl) 

＋
 

20H― ＋
 
H2 (4) 

参考：

アルカリイオン水：

pH 

ORP 

9~10 

-2 0 0 ~-300rnV(vs. Ag/Ag Cl) 



• 、 • .

3/8 

強電解SO水について (2)

ウォーターデザイン研究会

少量の食塩を含む水を電気エネルギーにより強電解すると先ず起こ

るのは (1)式の水の分解反応であり陽極では酸素とともに塩素が、

陰極では水素と共にカセイソーダが生成する。

2Hz0 = 2Hz + 02 (1) 

．． 
’ 

＼
 

Clz + H20 = HClO + HCl (2) 

この水の分解反応を熱エネルギーで起こそうとすると 20 0 0℃ま

で昇温しても水分子 10 0個のうち 2個くらいしか分解しない。 こ

れに対し電気エネルギーでは2Vも加えると室温で水は 10 0％酸

素と水素に分解する。

次に同時に起こる反応は次の水の電離反応である。

H20 ~ H+ + OH― (3) 

pH7は中性で 7より大きくなるとアルカリ性、7より小さければ

酸性というのはあくまでも 25℃での話である。温度が25℃よ り

高くなれば (3)反応は右へ進み、水素イオン濃度が高くなる結果中

性点は 7より小さくなる。逆に温度が25℃より低くなれば (3)反

応は左へ進む結果中性点の pHは7より大きく なる。ここで中性と

は水素イオン (Hりと水酸化物イオン (OH一）の数または濃度が同
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じ状態を意味する。したがって理論的には pHが2でも 3でも中性

ということはあり得る。このように熱エネルギーにより (3)反応が

影響を受けるということは電気エネルギーによ り(3)反応が影響を

受けても決して不思議なことではない。強電解SO水がpH2.5で

も酸っばくもなく 、眼に入ってもまた生傷に付けてもほとんど泌み

たりもしない理由がこのような現象によると推測される。

このように強電解 SO水の pHはあくまでも見掛けのpHというこ

とになる。

次に活性化に伴い起こるのは水の構造変化である。その結果原水の

純水に比べ皮膚への浸透速度が向上する。それとともに保湿性も向

上する。一般的に浸透性の良いものは蒸散し易 くもあり保湿性が良

くない。 しかし活性化に伴いこのような相反するような水の物性変

化が起こる。

除菌メカニズム

強電解SO水の強力な殺菌力の基は次亜塩素酸 (HC10)のウイル

スや細菌など対象物から電子を奪う塩素の場合の(4)反応と同様の

酸化力に基づく (5)式の酸化反応による。

Cl2+2e → 2 Cl一 (4)

HC 1 0 + 2 e + 2 H+ → HCl + H心 (5)
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電解水の殺菌能力

次亜塩素酸HCLOの作用により、電解水は微生物、ウィルスの不活化に強力な効果を発揮します

微生物ウィルス 強酸性電解水 次亜塩素酸ナトリウム

Staphylococcus aureus く 5秒‘ く 5手少
（黄色ブドウ球菌）
MRSA く 5秒 く 5秒少

（メチシル酪計生彦と色にプドウ珂瑾目）
Pseudomonas aerug1nosa く 5平少 く 5秒

（糸柔膿菌）
Escherichia co// く 5秒J., く 5秒少
（大腸菌）
Salmonella sp  く 5秒少 く. 5秒少
（サルモネラ菌）

その他の栄養型病原細菌 く 5秒少 く 5秒少

Bact"flus cereus く 5分 く 5分
（セレウス菌）

Mycobacterium tuberculosis く 2.5分‘ く 30分~
（糸吉キ亥酉『）

その他の抗酸菌 く 1~2.5分 く 2.5~30分

Candtcla albicans く 15秒少 く 15秒少
（カンジダ菌）

Trichophyton rubrum く 1分 く 5分
（トリコフィトン）

その他の真菌 く 5~60秒少 く 5和J,，~5分

エンテロウィルス く 5秒少 < 5秒少

ヘルペスウィルス < 5矛少 く 5秒少

インフルエンザウィルス < 5秒 く 5秒

強醗性電解水の殺菌ポテンシャル
105-6の菌またはウィルスを0.1mlの強酸性電解水（有効塩素40ppm)と次華塩素醗ナ
トリウム（有効塩素1000ppm．ミルトン）が殺菌または不活性化に要する時間
（弾電解水企業協議会編「強酸1生電解水使用マ＝ュアル」より引用）
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強酸l生電解水の殺菌力 初発菌数、約2万から800万の細菌が殺菌されるまでの時間

ー→ ● ー・ ヽ ●『→ - '-

試験菌種 菌による作用
強酸性電解水 酸性水 次亜塩素酸 塩化ベンザルコ＿ウ
pH2.6 1, 1 OOmv HCL pH2.6 、たダ10ppm ム1'00ppm

Escherichia coil 
食中毒 30秒以内 24時間 30秒以内 30秒以内

大腸菌
Salmonella typhimurium 

食中毒 30秒以内 24時間 30秒以内 30秒以内
サルモネラ菌

Pseudomonas aeruginosa 院内感染
30秒以内 24時間 30秒以内 殺菌されず

緑膿菌 眼疾患下痢

Bacillus cereus 
食中毒 2分 殺菌されず 殺菌されず 30秒以内

セレウス菌
Staphylococcus aureus 

食中毒 30秒以内 24時間 30秒以内 30秒以内
黄色ブドウ球菌

Staphylococcus aureus 
院内感染 30秒少以内 24時間 30秒以内 30秒以内

(MRSA) 

Vibガoparahaemolitica 
食中毒 30秒以内 30秒以内 30秒以内 30秒以内

腸炎ビブリオ菌
Rhodotoru/a sp. 水まわりの

30秒以内 殺菌されず 2分
赤色酵母 赤色着色菌

Candida a/bicans カンジダ症
30秒以内 殺菌されず 5分 10分

カンジダ菌 粘膜に炎症

Cladosporium 風呂場の黒カビ 30秒以内 殺菌されず 5分
黒カビ菌 アレルギ 性

Trichophy mentagrophytes 
水虫 30秒以内 殺菌されず 5分

水虫菌の 種
Mycobacterium tuberculosis 院内感染 2分 殺菌されず 殺菌されず 殺国されず

結核菌
hepatitis B virus 院内感染 30秒以内 殺菌されず 殺菌されず 殺国されず

B型肝炎ウイルス
human immunodeガ'ciencyv. 院内感染 30秒以内
エイズウイルス

Escherichia co、,J{0-157) 食中毒 30秒以内
大腸菌0-157

日本大学歯学部保存学教室歯周学讀座
東北大学歯学部口腔細菌学講座 清水義信
東北大学酋学部西科保存学第二講座奥田華一

引用＝＝
神戸大学歯学部付属病院中央検査部中央手術部
衛生試験報告害98.62(）吉Jll 弓
大阪医科大学衛生物学教室
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安全性

※安全性試験

財回法人化学品検査協会化学品安全センター日田研究所において行った安全性試験

よりの抜粋を下に記す。

適用GLP:「医薬品の安全試験の実施に関する基準に付いて」（薬発第313号）

「医薬品GLP及び査察に関する規定の改正について」（薬発第870号）

試 験 名 結 旦ク1‘‘ I 
ラットにおける単回経口投与毒l生試験 一般状態、体重推移、剖検 l （超酸化水） ※毒性無し

ラットにおける単回経口投与毒性試験 一般状態、体重推移、剖検

I （超還元水） ※毒性無し

ウサギにおける眼刺激性試験 AFNOR(1982)の評価基準にて無刺激物 l I （超酸化水）

ウサギにおける5日間皮膚累積刺激性試験 非擦過傷部、擦過傷部、とも皮膚反応は認め

（超酸化水） られず、皮膚累積刺激性はないものと推察さ
れた。一方対照物質の注射用蒸留水にも認め
られなかった。

ラットにおける7日間反復経口投与毒性試験 死亡はなく、一般状態、体重推移、揆餌量、剖

（超酸化水） 検においても、影響は見られず、毒性徴候は
1可もおられなかった。
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製品安全データシート

整理番号

製品名

物質の特定 単一製品・混合物の区別

化学名

成分及び含有量

強電解酸性水

混合物

強電解酸性水

水99.9％以上

次亜塩素酸0.005% 

株式会社ウォーターデザイン研究所
〒170-0013

東京都豊島区東池袋1-36-3-908

責任者 ：久保田昌治

TEL : 03-3986-2338 

FAX : 03-3986-2393 

作成

改定

2009.3.11 

化学式又は構造式 H20、HCIO、HCl(Clz)

官報公示整理番号（化審法・安衛法）対象外

危険有害性の要約 分類の名称

応急処置

火災時の処置

漏出時の処置

危険性

有害性

環境影響

目に入った場合

吸入した場合

皮膚に付着した場合

飲み込んだ場合

消火方法

取扱い及び保管上 取り扱い

の注意 保管

暴露防止措置 管理濃度

許容濃度

設備対策

防護具

分類基準に該当しない

ほとんどない

ほとんどない

濃いものは水生生物に対し有害である

少量なら問題ない多量の場合は流水で洗眼する異常を感じる

時は医師の診察を受ける

問題ない

問題ない

少量なら問題ない

非可燃性

弱いが腐食性があるので作業の際には注意すること

漏洩した液は多量の水で十分に希釈して洗い流す

アルミ、錫、亜鉛等の金属と反応して水素ガスを発生する

容器は密閉して冷暗所に保管する

アルカリ性物質と一緒に置かない

設定されていない

特にない

特にない

特にない



物理・化学的性質 外観形状特性

比重

沸点

溶解度

凝固点

爆発性

安定性及び反応性 引火点

有害性情報

環境影響情報

輸送上の注意

破棄上の注意

適用法規

その他

可燃性

安定性

反応性

毒性

刺激性

皮膚腐食性

復帰突然変異原性

発がん性

残留性／分解性

生態蓄積性

生態毒性

魚毒性

記載内容の問い合わせ先

参考文献

無色の液体

1.0 

約100゚C

水に易溶

約0℃

なし

なし

なし

準安定

有機物、特に還元性物質とよく反応する

マウスに単回経口投与試験の結果致死量は20ml/kg以上

ウサギにおける眼刺激性試験結果は無刺激物

ウサギにおける皮膚一次刺激性試験結果は無刺激物

なし

なし

データなし

データなし

データなし

水生生物に対して有害である

薄い0.005％の次亜塩素酸水溶液相当品であり安全な容器に入れ

直射日光を避けて輸送する

必要に応じて「腐食性物質」の文字を表示する

アルカリ（希カセイソーダ等）で中和し処理する

収集、運搬、処分は定められた基準に従って処理すること

船舶安全法危険則第3条危険物告示別表代腐食性物質

頭書に同じ

安衛法化学物質 化学工業日報社

化学物質安全性データブック オーム社

本シートは当社が有する知識と経験を基に作成したものであり、本製品の取扱者は本シートを参考の上

適切な処置を講じられることをお願い致します。
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